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2わたしの議会。

12月
議会報告

平成 29 年度鳥羽市一般会計補正予算（第７号）ほか、
鳥羽市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
など、議案 18 件を審議しました。

問	�

今
後
大
規
模
ハ
ー
ド
整
備
事
業
が
続
き
、
毎
年
相
当
な

金
額
の
財
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
優
先
順
位

を
十
分
協
議
し
て
い
た
だ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
旧
鳥
羽
小

学
校
に
対
す
る
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
方

を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

こ
れ
か
ら
消
防
庁
舎
の
新
築
や
市
民
体
育
館
の

改
修
な
ど
、
市
に
と
っ
て
重
要
な
大
規
模
ハ
ー
ド
事
業

が
控
え
て
い
る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
旧
鳥
羽
小
学
校

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
状
況
の
推
移
を
見
な

が
ら
、
長
期
的
な
目
線
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長市

の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら

�
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

河
村　

孝

旧
鳥
羽
小
学
校
に
対
す
る

�

保
存
と
活
用
は

　各常任委員会に 18 議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
29
号　

鳥
羽
市
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
39
号　

鳥
羽
市
職
員
給
与
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　

執
行
部
か
ら
提
案
説
明
を
受
け
、

提
案
理
由
の
と
お
り
了
と
し
た
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
30
号　

市
の
区
域
内
に
新

た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

議
案
第
31
号　

字
の
区
域
の
変
更
に

つ
い
て
）

問	�

境
界
を
確
定
す
る
の
に
時
間
が
か

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
確
定
し
た
の
か
。

答	�

民
有
地
と
新
た
に
生
じ
た
土
地
と

の
境
界
に
お
い
て
、
当
時
も
立
ち

合
い
を
し
て
い
る
が
、
改
め
て
地

権
者
の
み
な
さ
ん
に
立
ち
合
い
を

求
め
、
杭
を
打
ち
境
界
を
確
定
し

た
。

総務民生
委員会

文教産業
委員会

・
議
案
質
疑
・

区域が変更される答志町
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審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は

―

●	�

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

８
６
４
８
万
円

●	�

鳥
羽
へ
の
移
住
・
定
住
応
援
事
業

�

32
万
円

●	�

消
防
車
両
等
整
備
維
持
管
理
経
費

�

98
万
円

●	�

文
化
財
保
存
推
進
事
業

�

６
２
８
万
円

（
議
案
第
22
号　

平
成
29
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

（
第
２
款
総
務
費　

移
住
・
定
住
事
業
）

　

婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
市
民
に
対

す
る
お
祝
い
の
真
珠
製
品
贈
呈
に
つ

い
て
次
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

鳥
羽
市
が
単
に
贈
呈
す
る
こ
と
で

注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
贈
呈
さ

れ
る
市
民
が
注
目
さ
れ
、
か
つ
鳥
羽

が
養
殖
真
珠
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
紹
介

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
議
案
第
25
号　

平
成
29
年
度
鳥
羽

市
定
期
航
路
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
））

　

委
員
か
ら
、
船
舶
が
建
造
後
の
年

数
経
過
に
よ
り
故
障
等
が
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
適
切
な
対
応
を
求
め
る

意
見
が
あ
っ
た
。

常任委員会報告

予算決算
委員会

議員別表決結果平成29年12月１日～ 12月21日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

奥
村　

敦

片
岡
直
博

河
村　

孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　

幹

坂
倉
紀
男

22 平成29年度鳥羽市一般会計補正予算（第７号）

12月21日

可決 ○○○○○○○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○○○○
23 平成29年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
24 平成29年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
25 平成29年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○

26 平成29年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特
別会計補正予算（第１号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○

27 平成29年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
28 平成29年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
29 鳥羽市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
30 市の区域内に新たに生じた土地の確認について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
31 字の区域の変更について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
32 平成29年度鳥羽市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
33 平成29年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
34 平成29年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
35 平成29年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○

36 平成29年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特
別会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○

37 平成29年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
38 平成29年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○
39 鳥羽市職員給与条例等の一部改正について 可決 ○○○○○○○○ ○○○○○

報告
11

専決処分した事件の報告について
（自動車人身事故に伴う和解及び損害賠償の額を定
めることについて）

報
告
に
つ
き

採
決
な
し

ご夫婦１組につき、１個贈呈（写真はイメージ）
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戸上　健

問	�

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
日

本
一
の
鳥
羽
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
頑
張
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
学
校
か
ら
教

育
委
員
会
に
対
し
て
修
繕
要
望
事
項
が

出
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
主
な
修
繕
要
望

件
数
と
必
要
予
算
額
は
ど
れ
だ
け
で
す
か
。

答	�

教
委
総
務
課
長　

小
規
模
修
繕
、
大
規

模
修
繕
を
合
わ
せ
て
１
２
３
件
で
す
。
緊

急
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
小
規
模
修

繕
は
小
学
校
で
１
５
０
０
万
円
、
中
学
校

で
２
８
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

問	�

市
長
の
決
意
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

教
育
環
境
を
良
好
に
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
を
優
先
に
、
効
率
的

に
改
修
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
教
育
委
員

会
と
も
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問	�

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
、
２
点
聞
き

ま
す
。
一
つ
目
は
新
市
長
と
し
て
も
菅
島

採
石
場
緑
化
協
定
書
を
遵
守
す
る
の
か

聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

市
と
し
て
は
、
協
定
書
ど
お
り

遵
守
さ
れ
る
よ
う
指
導
助
言
を
し
て
い

き
ま
す
。

問	�

二
つ
目
は
カ
ジ
ノ
で
す
。
カ
ジ
ノ
は
鳥
羽

の
観
光
振
興
に
と
っ
て
は
な
じ
ま
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
基
本
的
な
所
見

を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

鳥
羽
市
は
、
過
去
に
カ
ジ
ノ
誘

致
を
推
進
し
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
は
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
構
想
に
つ
い
て
議
論
を
市
が
主

体
的
に
進
め
て
い
く
状
況
に
は
至
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

市
長安

全
・
安
心
を
優
先
に

改
修
を
進
め
た
い

学
校
施
設
の
整
備
は

市
長

　

市
が
進
め
て
い
く
状
況
で
は
な
い

カ
ジ
ノ
は
鳥
羽
に

�

な
じ
ま
な
い
の
で
は

２年間使用禁止のままの
トイレもある

12 月７日に３人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

日程 議員氏名 項目

12月７日（木）

戸上　健
市民の暮らしと家計を守る行政について
学校教育環境、公的施設の整備について
行政の争点に関わる分野での市長の基本姿勢について

坂倉広子 安全・長寿社会のしくみづくりについて
観光振興について

山本哲也 今後の鳥羽市の観光ビジョンについて
台風21号、22号の災害について
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問	�

認
知
症
高
齢
者
が
２
０
２
５
年
に
は
約

７
０
０
万
人
増
加
す
る
と
さ
れ
、
生
涯
罹り

患か
ん

率
が
65
歳
以
上
の
50
％
と
も
言
わ
れ

る
中
認
知
症
施
策
の
推
進
は
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
聞
き
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
や
認
知
症
予
防
の
運
動
教
室
、
講

演
会
に
取
り
組
ん
で
き
た
ほ
か
、
医
師
・

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
で
構
成
す
る
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
家
庭
訪

問
等
を
し
な
が
ら
認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
受
診
に
つ
な
げ
る
た
め
、
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
３

カ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ

で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

住
民
、
介
護
や
福
祉
な
ど
の
専
門
家
な

ど
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
や

相
談
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問	�

行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
認
知
症
高
齢

者
が
ふ
え
る
中
、
先
端
技
術
や
地
域
住

民
の
力
を
生
か
し
、
行
方
不
明
防
止
や

早
期
発
見
に
向
け
た
対
策
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
手
足
の
爪
に
貼
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
つ
き
身
元
確
認
シ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
徘
徊
対
策
と
し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

活
用
し
た
身
元
確
認
が
で
き
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

答	�
健
康
福
祉
課
長　

認
知
症
高
齢
者
の
徘

徊
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
も
含
め
、
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
含
め

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
対
策
は

山本哲也

坂倉広子

市
長三

つ
の
施
策
に
力
を

注
い
で
い
き
た
い

観
光
振
興
策
は

問	�

観
光
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

答	�

市
長　

三
つ
の
施
策
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
漁
業
と
観
光

の
連
携
の
継
続
、
芸
術
文
化
と
融
合
し

た
観
光
振
興
、
と
ば
び
と
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
名
づ
け
た
観
光
産
業
に
お
け
る

雇
用
対
策
で
す
。
鳥
羽
市
民
が
鳥
羽
で

活
躍
す
る
こ
と
を
推
し
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
ま
ず
は
宿
泊
産
業
に
お
け
る
雇

用
対
策
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
問	�
台
風
21
号
、
22
号
の
災
害
に
つ
い
て
今

回
の
被
害
は
予
想
し
得
た
こ
と
で
す
か
。

答	�

副
市
長　

被
害
が
大
き
か
っ
た
台
風
21

号
で
は
、
接
近
前
の
10
月
15
日
か
ら
断

続
的
に
長
雨
が
続
き
、
接
近
時
の
22
日

に
お
い
て
は
気
象
庁
の
鳥
羽
観
測
所
雨

量
計
で
１
日
の
雨
量
が
３
９
６
ミ
リ
、
16

時
か
ら
18
時
の
２
時
間
で
87
ミ
リ
の
激

し
い
雨
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台

風
接
近
と
満
潮
時
刻
が
重
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
建
物
へ
の
浸
水
や
道
路
冠
水
が

発
生
し
ま
し
た
。
台
風
接
近
前
、
災
害

対
策
本
部
設
置
後
も
そ
の
時
点
で
、
で

き
得
る
対
応
は
し
ま
し
た
。

問	�

大
明
東
町
地
区
の
排
水
機
場
は
、
加
茂

干
拓
時
代
の
施
設
と
聞
い
て
い
ま
す
。
排

水
能
力
の
低
下
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
改

修
及
び
浸
水
対
策
を
早
急
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
市
長
の

見
解
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

抜
本
的
な
改
修
の
具
体
化
に
向

け
て
動
き
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
長

　

改
修
の
具
体
化
に
向
け
て

�

動
き
始
め
て
い
る

大
明
東
町
地
区
の
排
水
機
場
は

グループホームあらしま「たまカフェ」

被害状況の確認で
市内を訪問する市職員



6わたしの議会。

平成30年度当初予算編成に関する提言書

常任委員会では、次のとおり行政視察を行いました。

　11 月１日発行号でもお伝えしましたが、９月の予算決算常
任委員会において議員間討議を行いました。集約した意見を踏
まえ、市議会として市長に提言書を手渡しました。

　提言した項目は次の通りです。

１.	�総務費「全国離島振興協議会職員派遣事業」について、新年
度での復活を求める。

※�　離島振興のほか、鳥羽市が取り組むべき各種政策の実現のため、東京へ職員
を派遣する意義は大変大きく、中央官庁とのパイプは継続させるべきである。

２.	�総務費「職員健康管理業務」において、職員が健康で働くことができる環境整備に努められたい。
※�　執行部では数年来、法に基づく職員の健康診断を実施し健康増進に努めているが、健康診断の結果では改善の傾向が表
れていない。

　�　全ての職員がいきいきと働く市役所は、市民にとって当然の姿であるが、職員が健康を害し、市民へのサービス提供に
支障があっては、健全な行政運営とは言い難いものである。

　�　市は、職員定数管理計画に沿った人員体制を進めているところであるが、市全体の事業及び組織体制などの見直しも視
野に入れた適正な人員配置と環境整備にも努められたい。

３.	�農林水産業費「農業振興鳥獣害対策事業」について、予算や人員配備の拡充を検討されたい。
※�　市内農業者の営農規模は零細・小規模であるが、鳥獣による農業への被害が大きくなっている状況を鑑み、従来の捕獲・
駆除だけでなく、農地と里山を区分する緩衝帯の設置などの営農環境の整備や行政が支援体制を整えるため職員配置や予
算の配分も検討されたい。

４.	�観光商工費「工業団地造成に係る資金借入金利息補給補助事業」の見直しを検討されたい。
※�　松尾第２期工業団地は、完成から約 20 年が経過した現状を鑑み、用途変更を含めた政策的な議論を行い、市としての方
向性を示されたい。

提言書はこちらからもご覧いただけます。
http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/h290905~1002honkaigi.html

文教産業常任委員会
　視察日　11 月９～ 10 日

　視察先　神奈川県水産技術センター（ムラサキウニの食用化研究について）
　　　　　認定NPO法人ふるさと回帰支援センター（移住相談希望者の現状とニーズについて）

▶ 委員会行政視察

神奈川県水産技術センター 認定NPO法人ふるさと回帰支援センター

11月28日　市長室にて



7 わたしの議会。

　　ＴＯＢＡミライトーク開催中

　今年度も TOBA ミライトークで皆さまとお話をさせていただいております。開催後は、広報
広聴委員会・議会運営委員会を開き各常任委員会等で検討する内容を協議します。まだ TOBA
ミライトークに参加したことのない方も、もう一度話がしたいという方も、議員と課題を共有
しませんか。お気軽にお申し込みください。申込は原則、実施希望日の３週間前までに申込用紙
に必要事項を記入の上、議会事務局へ申し込んでください。

詳しい内容や申込用紙は市議会ホームページをご覧ください。
http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/tobamiraitalk.html TOBAミライトーク 検 索

鳥羽市
介護保険サービス事業者連絡会
テーマ 	④高齢者、障がい者福祉
参加人数 	28 人
総務民生常任委員会で内容を協議する
ことになりました。

鳥羽旅館組合女将あこや会
テーマ 	②子育て支援、教育
	 ③産業振興、雇用
	 ⑤環境、まちづくり
参加人数 	６人
次回の議会運営委員会で報告予定です。

鳥羽商工会議所女性部
テーマ 	⑦その他

（観光交流や産業振興、歴史文化を活かしたまち
づくりや都市計画、財政、保健医療や福祉介護、
防犯や災害時における対策など）

参加人数 	20 人
文教産業常任委員会で内容を協議する
ことになりました。

①移住定住
②子育て支援、 教育
③産業振興、雇用

④高齢者、障がい者福祉
⑤環境、まちづくり
⑥防災

⑦その他
（左記以外のテーマで
　話し合いたいこと）

テーマ一覧
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今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画、今回は Café Oinaina オーナーの橋本亜希
さんです。

きらり輝く人達

大阪の服飾専門学校を卒業後、会社勤務をしていたが、2014年12月に飲食店
「Café Oinaina（カフェ オイナイナ）」をオープン。開店当初から地元鳥羽市の宣

伝をしてきたが、2016年からは鳥羽市観光協会からサテライト１号店と公認され、
観光情報や魅力発信により一層力を入れている。

Café Oinaina
〒535－0012 大阪府大阪市旭区千林２丁目７－７  ハイツ雅３号館１階
TEL  06－6953－6006
Facebook　http://www.facebook.com/Oinaina-748276748585436/
Twitter　https://twitter.com/oinaina

プロフィール

橋
はしもと

本 亜
あ き

希 さん

 〒
517－0011

鳥
羽

市
鳥

羽
３

丁
目

1－1
 ☎

0599－25－1206   
0599－25－1215   

gikai@
city.toba.lg.jp
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鳥
羽
市
議
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検
 索

│
カ
フ
ェ
で
は
鳥
羽
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
の
ほ
か
に
特
産
品
も
販
売
し
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
特
に
こ
こ
が
お
す
す

め
！
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
や
ポ
イ
ン
ト
は

何
で
す
か
。

　

関
西
で
は
珍
し
い
伊
勢
う
ど
ん
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
や
ま
と
た
ち
ば
な
茶

も
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
様
で
美
味
し
い
と

評
判
で
す
。
店
内
に
は
鳥
羽
や
鳥
羽
周

辺
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん

置
い
て
い
ま
す
。

│
県
外
か
ら
地
元
の
魅
力
を
発
信
す
る

橋
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
鳥
羽
市
と
は
ど

ん
な
場
所
で
す
か
。

　

自
然
、歴
史
、グ
ル
メ
と
三
拍
子
揃
っ

た
魅
力
満
載
な
街
と
思
い
ま
す
。
今
は

温
泉
も
あ
り
ま
す
し
、
関
西
か
ら
旅
行

へ
行
く
の
に
最
適
で
す
よ
ね
。
も
っ
と

皆
さ
ん
に
鳥
羽
へ
遊
び
に
行
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

鳥
羽
を
出
て
か
ら
、
地
元
の
魅
力
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
鳥

羽
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
観
光
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第 162 号をお届けします。
昨年５月から広報広聴委員会が新たな構成となり、TOBA ミライトーク（７ページ）も試行錯誤しながらですが
より良くなるよう努めてまいりました。このような議会の動きも皆さまにわかりやすく記事にして届けられるよう
委員一同一層努力してまいりますので、本年もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
� 記　奥村　敦

広報広聴委員会 委員長　　山本哲也
副委員長　井村行夫
委員　　　奥村　敦
委員　　　河村　孝
委員　　　木下順一
委員　　　浜口一利
委員　　　世古安秀TOBAミライトーク開催後、委員会を開催しました。


